
（平成26年3月31日現在）

前年度との比較

その他
（剰余金・欠損
金、設備投資、資
金調達など）

4,384 千円

株主総会
（平成26年6
月23日開催）

6,389利益処分 当期未処理利益（損失）

監査役１名が監査した結果、適法かつ正確であった。

決議事項
　第１号議案　第９期（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
　　　　　　　事業報告及び決算（案）の件
　第２号議案　取締役及び監査役の任期満了による改選の件
報告事項
　1 第10期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）事業計画の件

議案は異議なく承認可決。

監査報告

議案

千円

本市の出資額

本市の出資割合

会社の事業内容

従業員数

・売　上　高      347,041千円（前年度比 1,348千円の増）

・経 常 利 益　   　  6,834千円（前年度比 9,320千円の減）
　　　　　　　　　 （前年度経常利益　△16,154千円）

・当期純利益は        4,384千円（前年度比    457千円の増）
　　　　　　　　　　　　（前年度純利益　3,927千円）

・前期末（平成25年3月31日）の繰越利益剰余金　2,005千円

営業報告の要点

　小倉・黒崎地区の中心市街地の賑わい創出のための活動を行った。
１．中心市街地活性化基本計画掲載の事業
　　小倉地区において、「こくらハローズ事業」、「インフォメー
　ション事業」、「おもてなしトイレ」、「共通駐車券業」等の活動
　を実施。
２．賑わいづくり事務局業務
　　「小倉イルミネーション」、「紫川で会いましょう」の実行委員
　会や「大乾杯大会」における事務局業務を行った。
３．北九州市からの受託業務
　　人件費の削減などにより、事業運営の見直しを図った。
４．小倉城等指定管理者業務
　　「小倉城」、「小倉城庭園」及び「水環境館」の指定管理者とし
　て、施設の管理・運営を行ったが、耐震工事に伴う人員削減による
　退職者への退職一時金の支給や降雨による小倉城桜まつりにおける
　売上減少などにより、収入・損益ともに前年度を下回った。
５．その他自主事業
　　小倉地区における「サンリオ小倉ビル」では、入居テナントへの
　来店者数が順調に推移した。また、黒崎地区における「ニューなが
　しまフード」では、厳しい事業運営を迫られる中、事業強化により
　黒字確保に努めた。

収支状況の
要点

当期純利益

32,000 千円

第三セクターの経営情報について

報告対象団体 北九州まちづくり応援団株式会社

産業経済局商業振興課

平成26年8月21日

１．北九州市中心市街地活性化基本計画掲載の事業
２．イベント開催等に関する業務
３．北九州市からの受託業務
４．小倉城等指定管理者業務
５．その他自主事業

会社概要 資本金額

千円1,000

3.125

(平成２６年３月３１日現在) 40 人

％



北九州まちづくり応援団株式会社 

平成２５年度経営状況報告 

平成 26 年 8月 21 日 

産 業 経 済 局 





1号議案       平成 25年度事業報告書
自：平成 25年 4月 1日

                至：平成 26年 3月 31日

活動の概要および成果

 当社は、北九州市の小倉地区並びに黒崎地区中心市街地の賑わい創出の為の活動を行なっ

てまいりました。

 当年度は従来と同様に①北九州市中心市街地活性化基本計画（小倉地区・黒崎地区）掲載

の事業、②賑わいづくり事務局業務、③北九州市からの受託事業、④指定管理業務、⑤「ニ

ューながしまフード」事業、⑥「サンリオ小倉ビル」事業を進めてまいりました。

このうち小倉地区の「北九州市小倉地区中心市街地活性化基本計画」掲載の事業のうち「こ

くらハローズ」「インフォメーション事業」「おもてなしトイレ」「共通駐車券事業」の各事業、

および「賑わいづくり事務局業務」については、おおむね予定通りの活動が出来て、小倉・

黒崎地区の中心市街地の賑わいづくり・活性化に寄与できたものと思います。

「北九州市からの受託事業」（小倉地区・黒崎地区）については、当年度、北九州市からの受

託金が大幅に削減され、従来の事業運営では事業を継続することが困難な状況となりました。

そのため、小倉地区では、新規に補助金事業（商店街支援・起業支援等）を受託し、削減分

を補填するとともに利益の確保に努めました。また、黒崎地区では、人員を削減し経費を節

減することにより、受託金の削減に対処してきました結果、昨年を上回る黒字を確保するこ

とができました。

 北九州市からの「指定管理者業務」（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、今年度

も 1 年間を通じて様々なイベント・講習会などを開催してまいりましたが、耐震工事による
退職者への退職一時金を支給したことや、今年 3 月の小倉城桜まつりが降雨によりほとんど
売上がなかったことなどより、収入・損益とも前年を下回る結果となりました。

 この指定管理者業務につきましては、平成 25年度をもって市との 5年間の契約が終了する
ため、平成 26年度からの 5年間について新たに指定管理者の公募が行われましたが、再度当
社で受託することが出来ました。

 「ニューながしまフード」については、黒崎地区に新たに大型商業店舗がオープンしたこ

となどにより、厳しい事業運営を迫られておりましたが、商店街イベントに積極的に参加し

たり、品揃えの幅を拡げたり、展示方法の変更・他地域の特産店との連携を強化するなどし

て、なんとか黒字を確保することが出来ました。

 「サンリオ小倉ビル」については、１Ｆテナントの「カルディー」は引き続き来店者が順

－ 2 －
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調な推移していることから安定的な賃料を得ることが出来ています。２Ｆのテナント「ママ

トモ」については、商店街と連携したイベントなどを通じて託児施設「ママトモ」の認知 PR
活動を行ってきた結果、徐々に有料託児人数が増加してきています。また３Ｆの多目的スペ

ースについては、子育て支援講座などへの貸出しを推進したことにより利用件数が増加する

とともに、講座期間中「ママトモ」への有料託児人数の増加にもつなげることが出来ました。

 なお本ビルを賃借するに当たり、ビルの改修費用については、経済産業省からの補助金

1600万円と銀行からの借入金により調達しておりますが、銀行借入金については、予定通り
返済を進めており、当期末の借入金残高は 934万円となっております。（返済完了は平成 34
年 9月末予定）

 以上の事業活動の結果、当社の今年度の収入は、3億 4704万円（対前年 98.3％）となり若
干前年を下回ることとなりましたが、経常利益としましては、683万円（対前年 143.1％）の
黒字となり前年を大きく上回る結果となりました。
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北九州まちづくり応援団　平成25年部門別損益報告

(単位：千円)

24年度実績 25年度実績 対前年 24年度実績 25年度実績 対前年

指
定
管
理

201,349 196,081 △ 5,268 6,705 3,172 △ 3,533

耐震工事に伴う退職者へ退職一時金を支給
したこと、今年３月の小倉城桜祭りが荒天と
なったことなどにより、収入利益ともに減少し
た。

1,898 1,495 △ 403 △ 2,468 82 2,550

補助金減少に合わせて活動を縮小したため
収入減少した。24年度損益は23年度に収入
を計上したためマイナスとなった。活動費用
実費を請求するため損益は±ゼロが基本。

48,198 48,883 685 570 2,229 1,659
収入は微増。損益は24年度と比べ、大きな経
費計上も無く予定通りの利益となった。

5,407 4,728 △ 679 1,446 2,154 708
今期より紫川イベント補助金が減額され、収
入は減少した。損益は経費削減に努め利益
を確保した。

17,027 13,336 △ 3,691 2,031 △ 4,370 △ 6,401
市からの補助金が減額となり収入損益とも大
幅に減少した。減少分を補填すべく他の補助
金事業を受託した。

0 15,330 15,330 0 6,740 6,740
市受託事業の減少分を他の補助金事業を受
託しカバーした。

黒
崎

33,518 24,343 △ 9,175 460 2,877 2,417
市からの補助金が大幅に減額となったため、
人員を減らし、経費を節約し、利益を確保し
た。

34,274 35,234 960 725 275 △ 450
24年度5月から事業開始のため、同期間で比
較すると25年度収入は実質減少した。大型店
舗の開店により、収入利益とも減少した。

4,318 7,611 3,293 △ 1,125 △ 572 553
24年度10月から事業開始。25年度は託児施
設家賃と3階会議室収入の確保努力により損
益が改善した。

本
社

6,955 0 △ 6,955 △ 3,568 △ 5,753 △ 2,185

24年度特別利益計上のため、本社収入が上
がった。25年度は特別利益計上も無く、間接
管理費のみを本社部門費としたため、収入損
益とも減少した形となった。

352,944 347,041 △ 5,903 4,776 6,834 2,058
収入は対前年98.3％となり若干前年を下回る
こととなったが、損益では対前年143.1％と昨
年を大きく上回る結果となった。

事業区分

指定管理業務
（小倉城・庭園・水環境
館）

ｻﾝﾘｵ小倉ビル

備考

収入 損益

補助金事業
（商店街支援・起業支
援・他）

小
倉

合計

本社部門費

ﾊﾛｰｽﾞ・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・お
もてなしﾄｲﾚ

賑わいｲﾍﾞﾝﾄ事務局事
業

市受託事業
（まちづくりｻﾎﾟｰﾄ）

共通駐車券事業

市受託事業
（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・まちづくり応
援・回遊性向上）

黒崎・ながしまﾌｰﾄﾞ新
規
事
業

－　１３　－
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25年度事業報告（小倉・新規事業） 別紙　１

●おもてなし活動の活動内容として、従来商店街での来街者おもてなし活動からイベント支援

●参加大学は西南女学院短大・西日本工大を中心に年間１２９人の学生の参加を得た。　　

●ぐるめまっぷは、好評なためデザインを一新して平成２５年度も発行した。

対前年101.4％と前年を上回ることができた。

●対前年増加した要因

・契約店舗数2店舗の増加、および契約駐車場1箇所が増加したため。

・駐車場利用者へPRおよび認知活動のため、チラシを4万枚を印刷し、利用者へ配布した。

　　　　空きﾋﾞﾙ・空き店舗の調査を行い、オーナーへのヒアリングを実施した。

　(4)まちなか居住の立地調査・検討

　　　　低未利用地・空きビルの現況調査を行い、業者へのﾋｱﾘﾝｸﾞ調査を実施した。

●市受託業務の受託金減額に伴い、次の補助金事業を受託し、減額分の補填と利益確保を図った。

●１Fﾃﾅﾝﾄ「カルディ」との良好な関係を維持し、安定した賃料収入確保を推進した。

●２Fﾃﾅﾝﾄ「ﾏﾏﾄﾓ」の集客・収益力向上を支援し、当社への賃料収入確保を推進した。

　　・「ママトモ」の各種補助金申請,業務受託手続きを支援した。

　　・魚町商店街と共同のイベント開催し認知PR活動を行うことで有料託児の増加を図った。

●３F多目的ホールでの会議開催を促進し、子育て女性向け講座を誘致した。

　　・３Fホールの貸出収入増加とともにママトモの有料託児の増加を図った。

　　次のような活動を行った。

　(2)起業支援型地域雇用創造事業（北九州の子育てママに特化したWebサイト構築事業）

　　ﾄｲﾚﾏｯﾌﾟにその情報を反映した。

ｲﾍﾞﾝﾄ事務局
（主催）業務

　(5)歩行者通行量調査　　　　　11箇所で調査実施した。

ﾆｭｰながしまフー
ド

●従来より価格帯の幅を広げて、品揃えや陳列を見直した。

●店内配置を変え特別コーナーを設置して、お客様に商品の特徴を理解できるようにした。

　(1)土地・建物オーナーへの事業化提案

市受託業務

　(2)ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ特区関連調査

　(3）ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査

新
規
事
業

　　　　土地・建物オーナーからの８件の相談に対し、4件の提案を行った。

●他地域の特産店との連携を深めて、イベントでの賑わいづくりを進めた。

サンリオ小倉ビル

　　　　中心商店街に応じた空きﾋﾞﾙへのﾃﾅﾝﾄ候補計画を策定し、　リーシングキットを作成した。

補助金事業

小
倉

　(1)全国商店街支援センター補助金事業（創業促進事業、商人塾事業）

インフォメー
ション活動

おもてなしト
イレ

●参加イベントは、小倉の中心地区で開催されるもので一般来街者向けを中心とした。

ハローズ活
動

●当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「こくらTownNavi」の小倉のイベント情報の発信を行うとともに、Facebook・Twitter

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
事
業

　(1)紫川で会いましょう実行委員会、ｲﾍﾞﾝﾄ5回/年、貸ボート（通年）

　(2)小倉ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ実行委員会：11月～翌年1月

共通駐車券

●当年度の共通駐車券事業については、利用枚数は対前年101.１％、利用金額は、

●中心市街地の賑わいづくりため次のｲﾍﾞﾝﾄの事務局（主催）業務を行った。

●北九州市建築都市局からの受託業務として、低未利用地・空きビルの活用について

●ﾄｲﾚﾏｯﾌﾟの情報を更新するため、再度トイレを再調査して、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「こくらTownNavi」の

　(3)大乾杯大会（主催）：11月

区分 項目 事　　業　　活　　動　　内　　容

　　等のSMSを活用しタイムリーな情報発信を行った。

　　活動へ重点をシフトし、南北連携の観点から新たに小倉駅北側でのイベントに参加した。
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平成２５年度　事業報告（黒崎・新規事業） 別紙　２

●　中心市街地の回遊性向上、黒崎の魅力再発見・商業の活性化を目的とし、個店や人材

　　歴史、文化等様々な魅力を紹介する「黒崎の魅力を再発見するイベント型ツアー」を実施。

　　　①　年間１５回のツアーを実施。（委託業務期間：１０ケ月間だったため）

　　　②　ツアー内容としては

　　　　ｲ)　各店舗を訪問し、オーナーより「お店の歴史」や「主力商品の紹介」「調理方法や

　　　　　保存の仕方」等を学ぶ。（商品を実感）

　　　　ﾛ)　周辺施設（新旧施設、歴史的文化財）や周辺企業等の見学による知識の習得。　

       入を検討したい」との相談を受け、事業計画書作成等の支援活動継続中。

　　　　　ビル再生について研究のため、商連と調整し小倉地区のリノベーションスクールに

　　　　　若手を中心に２名を参加させ、今後の体制づくりに備えることとした。

　４．　公共空間を活用した新たな賑わいづくりの可能性調査については、道路や公園、ペデ

まちづくり
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

　　　用のてびき」として取りまとめた。

　　　ストリアンデッキ等を想定し、警察や消防署、保険所等の関係機関との調整を行い「活

　１．　低未利用地や空きビル等の活用に関する調査については、130件のアンケート調査

　　　及び利活用希望者を対象とした聞き取り調査を実施。また、商連より「長島　ビルの購

　　　街において出店となった。

回遊性向上
事業

事　　業　　活　　動　　内　　容区分 項目

　１．　回遊性向上研究会活動では、コムシティや八幡西区役所の行政サービス施設のオープ

●　黒崎地区の課題である低未利用地や空きビルの活用促進のための取組

　２．　まちづくり相談窓口における相談者及び情報交換は４２件、うち７件について黒崎商店

　　者との協議・調整や企画立案等の相談・指導・サポートを実施。

北
九
州
市
受
託
業
務

　３．　市街地整備に関する事業の検討・提案・立ち上げに向けた、勉強会の支援活動

●　黒崎地区の魅力作りに必要な「地元主体のまちづくり」を早期に実現するため、事業関係

　　　①　名店街及び新天街の「建築協定」に関する勉強会の開催支援。理事会として条例

　　　　　をはじめとする関係者の熱心な勉強会等により、撤去に関する承諾を得ることができ、

　　　④　地区内の遊休不動産を活用した事業の実現化に向け、リノベーションによる空き

　　　①　宮崎県「水平線の花火と音楽祭」に代表を送り、会場運営やボランティア・広報活動

　　　　連携を深めることができ、今後の連携にも大きな期待が持てる状況となった。

　　　　　制定に向け署名活動を試みたが、目標の80％賛成が得られず活動は棚上。

　　　②　健全で安全な街づくりをめざす「藤田まちづくりの会」では「地区計画」の条例制定

　　　　　に向けた、関係権利者に対する署名活動も順調で、目標の80％の承諾取り付け

　　　　　が可能な状況となってきており「条例制定」が実現の方向となってきた。

　　　③　老朽化が進む藤田なかばし商店街の「アーケード撤去」に対する活動は、理事会

　　　　　１２月中に撤去工事も完了し、市への報告も完了した。

　　　②　「藤田なかばし銀天街：四季の市」では九州国際大学との連携づくり、「寿商店街：

　　　まちづくりを推進するため、地域の新たな魅力に繋がる取組やまちづくりの担い手育成

　　　　ママビス応援プロジェクト」では「子育てママ世代」や「カタログ△」等、市民団体等との

　　　　崎における来街者サービスの組み立てを目的に参加を図る等人材の育成に努めた。

　　　をめざし

　　　①　黒崎ライブラリーマップの作成・発行　　　　②　黒崎コンの開催

　　　④　タウンドシップスクール黒崎マップ部による、「ﾗﾝﾁﾏｯﾌﾟ」「黒ﾒｼﾏｯﾌﾟ」の発行

　　　⑤　「黒崎まちの合唱部」を設立し、毎週練習日を定め市民参加型の活動として展開中。

まちづくり
応援事業

　　　ン等を念頭におき

　　　③　障害者の就労支援の場とし、カムズ商店街に「健康カレー専門店」をオープン

　２．　黒崎ひとづくり・まちづくり推進委員会活動では、地域が主体となった継続的・発展的な

　　　　等についての研修。また、東京都中延商店街「街のお助け隊コンシェルジェ」では、黒

－　　１５　　－
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２号議案

・取締役及び監査役の選任（案）について

（１）株主総会決議事項：取締役および監査役の選任（案）

   S16.6.11 取締役 　北九州商工会議所会頭 （留任）

※    S25.9.15 取締役 　北九州商工会議所副会頭 （新任）

※    S36.10.22 取締役 　北九州商工会議所事務局長 （新任）

   S16.2.22 取締役 　小倉中央商業連合会理事長 （留任）

   S34.3.10 取締役 　北九州市　小倉北区長 （留任）

小倉地区中心市街地活性化協議会

　事務局長

伊藤取締役社長、および永田専務取締役は退任。

・取締役の任期期間

至　　第９回定時株主総会終結時　　（平成２６年６月２３日）

至　　第１１回定時株主総会終結時　（平成２８年６月末予定）

・監査役の任期

至　　第９回定時株主総会終結時　　（平成２６年６月２３日）

至　　第１３回定時株主総会終結時　（平成３０年６月末予定）

（留任）

（留任）　西鉄バス北九州（株）代表取締役社長監査役   S31.7.17

　岡　田　孝　徳    S41.3.15

前　川　義　広

※は新任

二郎丸　聡 夫

原　田　　康

取締役

備　　考氏　　名

利　島　康　司

生年月日

 甲　山　博　美

横  矢　順  二

－　１８　－
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【報告事項】   第 10 期平成 26 年度事業計画書

自：平成 26 年 4 月 1 日

                至：平成 27 年 3 月 31 日

活動計画の概要

 当年度は、「北九州市中心市街地活性化基本計画」（小倉地区・黒崎地区）が平成 26 年 3 月

末で終了したものの、今後もまちの賑わいに資するべく「中心市街地活性化事業」として今ま

で手がけてきた事業を継続したいと考えています。事業内容としましては、①中心市街地活性

化事業、②賑わいづくり事務局業務、③北九州市からの受託事業、④指定管理者業務、⑤「ニ

ューながしまフード」事業、⑥「サンリオ小倉ビル」事業を進めてまいります。これらの活動

を通して引き続き、小倉・黒崎地区の賑わいづくり・活性化に寄与していきたいと考えており

ます。

 このうち小倉地区の「中心市街地活性化事業」として、昨年同様「小倉ハローズ」「インフ

ォメーション事業」「おもてなしトイレ」「共通駐車券事業」を行い、「賑わいづくり事務局業

務」とともに、賑わいづくり・活性化に貢献したいと考えています。

「北九州市からの受託事業」（小倉地区・黒崎地区）については、本年も引続き事業受託を予

定していますが、市からの受託金が削減されることは確実な状況にあります。そのため、黒崎

地区では、体制を見直し、人員の削減や業務委託による外部発注などを通じてコストの削減に

努めていきます。また、小倉地区では、昨年同様、他の商店街支援補助金事業を受託すること

で市からの受託金削減分を補填していく予定です。

 「指定管理者業務」（小倉城・小倉城庭園・水環境館）については、今年度も 1 年間を通じ

て様々なイベント・講習会などを開催していく予定ですが、小倉城が、耐震工事のため、平成

26 年 4 月～9 月までの半年間閉館となるため、大幅に減収となる見込みです。このため、半年

間小倉城の人員を削減し、運営費の削減に努めていきます。

 「ニューながしまフード」については、今年度黒崎地区で大型商業店舗の開業が予定されて

おり、消費税増税と併せて、さらに厳しい経営を迫られてきます。黒崎商店街の灯を消さない

ためにも、仕入価格を抑えつつ売れ筋商品を中心に品揃えや配置の見直しを行う等の対策を推

進していきます。また、パート社員を削減し運営費を抑え、黒字の確保を図っていく予定です。

 「サンリオ小倉ビル」については、１Ｆテナントの「カルディー」は引き続き来店者が順調

に推移していることから安定的な賃料を確保できると考えております。２Ｆのテナント「ママ

トモ」については、引続き有料託児人数を増やすためママトモの認知 PR 活動を推進するとと

もに、市から認可外保育所の認定を受けられるようサポートして行き、補助金の受託に向けて

支援していきます。また３Ｆの多目的スペースについても、昨年同様「子育て支援講座」など

への貸出しを推進し、２F のママトモへの有料託児と併せて収入となるように努力してまいり

ます。

－ 21 －

１４



２６年度事業計画（小倉・新規事業） 別紙　１

●おもてなし活動の活動内容として、イベント支援を中心に実施するが、商店街内でのお

●参加大学は西南短大・西日本工大とする。　　　

●トイレマップを更新し発行を今年度、発行予定。

　　　　空きﾋﾞﾙ・空き店舗のオーナーに対してアンケート調査を行い、意識を把握する。

　(4)起業者・来街者の意識調査・分析

　　　　起業者・来街者の意識調査を実施し、現在不足しているもの・ことのあぶり出しを行う。

●市受託業務の受託金減額にともない、商店街支援補助金業務を受託し、収益を確保する。

●１Fﾃﾅﾝﾄ「カルディ」との良好な関係を維持し、安定した賃料収入を確保する。

●２Fﾃﾅﾝﾄ「ﾏﾏﾄﾓ」の集客・収益力向上を支援し、当社への賃料支払い確保を進める。

　　・「ママトモ」の認可外保育所の認定をサポートし、各種補助金申請,業務受託手続きを支援する。

　　・魚町商店街と共同のイベント開催で、ママトモへの集客を進める。

●３F多目的ホールでの会議開催を推進し、子育て女性向け講座の誘致を図る。

　　・３Fホールの収入の増加とともに２Fママトモの有料託児の増加を図る。

●共通駐車券事業については、車での来街者の利便性を向上させるため参加店舗を

おもてなしト
イレ

　　併せてAED設置場所の情報を追加する。

　(1)紫川にぎわいづくり実行委員会、ｲﾍﾞﾝﾄ５回/年実施予定

区分 項目 事　　業　　活　　動　　内　　容

　　支援」をタイムリーに更新し新規出店者の利便性を向上する。

●参加イベントは、小倉の中心地区で開催されるもので一般来街者向け中心とする。

地
域
活
性
化
事
業

　　もてなし活動についてもタイムリーに実施する。

インフォメー
ション活動

ハローズ活
動

●今年度も、中心市街地の賑わいづくりため次のｲﾍﾞﾝﾄの事務局（主催）業務を行う予定

補助金事業
　(1)全国商店街支援センターの補助金事業「継続型・創業促進支援」を受託する。

●仕入価格を抑えるため、安売り店で購入を徹底する。

　　次のような活動を行う。

　(3）ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ調査

　(2)小倉ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ実行委員会：11月～翌年1月

　　増やすようにPRを継続して行っていく。

新
規
事
業

　　　　土地・建物オーナーからの相談12件に対し、4件の提案を行う。

●4月よりパート社員1名減により、店長1名＋パート2名体制とし、一般管理費を削減する。

●品揃えや配置について売れ筋商品を中心に見直しを行う。

小
倉

ﾆｭｰながしまフー
ド

共通駐車券

●当社HP「こくらTownNavi」の小倉のイベント情報は、以外の「空き店舗情報」、「出店者

●ﾄｲﾚﾏｯﾌﾟの情報を更新するため、再度トイレを再調査して、ﾄｲﾚﾏｯﾌﾟを更新発行を行う、

　(3)大乾杯大会（主催）：11月

●北九州市建築都市局からの受託業務として、低未利用地・空きビルの活用について

　(2)ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ特区関連調査

ｲﾍﾞﾝﾄ事務局
（主催）業務

サンリオ小倉ビル

　(5)リノベーション啓発事業

　(1)土地・建物オーナーへの事業化提案

市受託業務

　　　　商店街のモール化に向けリーシング計画を策定する。

－　２３　－
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平成２６年度　事業計画（黒崎） 別紙　２

●　黒崎地区の活性化に必要な継続的・発展的なまちづくりを推進するため、地域

　　（民間）が主体となった事業を喚起するとともに、まちづくり活動や担い手育成の

　　支援、地域連携の推進、意欲ある商業者の自立支援等、地域に密着したサポ

　　ートを行う。

　（１）　地域（民間）主体の事業喚起

　　　①　低未利用地（駐車場や空き地）や空きビル等の利活用に関する調査。

　　　②　地域のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ、環境改善に向けた勉強会の開催。（年/１０回程度）

　　　　　・　遊休不動産（空家）のリノベーション

　　　　　・　地区計画による風俗規制

　　　　　・　老朽アーケードの今後のあり方検討　・・・等に関する勉強会を開催し地

　　　　　　域の環境改善等の啓発や働きかけを行う。

　　　③　地域（民間）主体の事業等に繋がる事業化の提案。（年/２回程度）

　　　　　・　上記①②の成果を踏まえ、地権者や民間事業者等に対して、既存ストッ

　　　　　　クの活用促進のための事業化提案を行う。

　　　　　・　当該地区の現状や課題、市民ニーズ、経済情勢を踏まえ、最新情報を幅

　　　　　　広く収集してノウハウとして蓄積し、適宜情報発信を行う。

　（２）　ひとづくり・まちづくり活動のサポート

　　　①　商店街や地元団体、市等で構成される「黒崎ひとづくり・まちづくり推進委員

　　　　　会」においては、事務局を補佐し活動支援を行う。

　　　②　イベント主催者及びまちづくり団体等の人的交流やネットワークを促進する

　　　　　進するための働きかけを行い、全体会合の場を設ける。（年/２回程度）

　（３）　地域（施設）連携、コミュニティ形成、広報のサポート（年/４件程度）

　　　①　子育て世代のニーズを捉えたサービスの提供等を促進するため、コムシティ

　　　　　や図書館、商店街等とのネットワーク構築・連携促進等の働きかけを行う。

　　　②　大学の英知や若者の感性をまちづくりに活かすため、コムシティのサテライ

　　　　　トキャンパスを拠点として、大学と地域が連携するコミュニティ形成等の働き

　　　　かけを行う。

　　　③　地域の強み（医療施設の集積等）を活かしたまちづくりを推進するため、高

　　　　　齢化社会を見据えた医・商連携や、安川ロボット村との地域連携等の働き

　　　　　かけを行う。

　　　④　まちのイメージアップや交流促進を図るため、地元の情報発信等支援する。

　（４）　意欲のある商業者の自立サポート（年/3件程度）

　　　①　意欲のある個店及び商店街に対して、情報提供や勉強会等の支援を行う。

　　　②　商店街が行う当該地区内及び周辺の大型商業施設との連携を支援すると

　　　　　ともに、他都市における情報の提供等をを行う。

　　　③　街なかへの出店相談者の支援（通年実施）

　　　　　・　相談窓口を設置し、商店街での出店に関するアドバイスや支援制度等の

　　　　　　情報提供を行う。

項目 事　　業　　活　　動　　内　　容

黒

崎

（
市
受
託
事
業

）

区分

まちづくり
応援事業
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（参考資料）

会社の概要 平成26年6月5日現在

（１）主な事業内容

①「中心市街地活性化事業」の推進
②まちづくりに関する事業の企画推進、経営、管理、コーディネイト
③公共施設の管理運営受託
④食料品・日用雑貨等の小売販売

（２）事業所

本社
・北九州市小倉北区魚町２丁目２番１１号

黒崎支店
・北九州市八幡西区黒崎２丁目８－７　長島ビル　２階

指定管理部門（小倉城・小倉城庭園・水環境館）
・北九州市小倉北区城内２番1号（小倉城） 他

ニューながしまフード
・北九州市八幡西区熊手1－1－18

（３）株式の状況

①会社が発行する株式の総数 １,０００株

②発行済株式の総数 　 ６４０株

③当期末株主数 １８名

（４）株主の状況

　　北九州商工会議所 ６０株

　　株式会社井筒屋 ６０株

　　ＴＯＴＯ株式会社 ６０株

　　株式会社安川電機 ６０株

　　小倉中央商業連合会 ６０株

　　協同組合日専連北九州 ６０株

　　シャボン玉石けん株式会社 ６０株

　　株式会社アパマンショップホールディングス ２０株

　　第一交通産業株式会社 ２０株

　　西鉄バス北九州株式会社 ２０株

　　中央記念株式会社 ２０株

　　株式会社コレット井筒屋 ２０株

　　国際興業株式会社 ２０株

　　株式会社九広 ２０株

　　石川金属工業株式会社 ２０株

　　福岡地所株式会社 ２０株

　　株式会社朝日広告社 ２０株

　　北九州市 ２０株

６ ４０株

株　　　　主　　　　名 持株数

合　　　　　計

－ ２６ －２
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